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従
業
員
の
六
割
が
「
組
合
必
要
」
―
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

労
使
関
係
 

 

厚
生
労
働
省
が
一
○
月
一
四
日
に
発
表
し

た
「
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
」
に

よ
る
と
、
事
業
所
の
九
割
近
く
が
労
使
の
意

思
疎
通
を
「
重
要
視
」
し
て
い
る
こ
と
や
、

労
働
者
の
六
割
以
上
が
「
組
合
必
要
」
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

調
査
は
昨
年
六
月
末
、
常
用
労
働
者
三
○

人
以
上
を
雇
用
す
る
四
○
○
○
の
「
事
業
所
」

と
、
そ
こ
で
働
く
約
七
○
○
○
人
の
「
従
業

員
」
に
対
し
て
実
施
。
労
使
の
意
思
疎
通
の

方
法
や
運
用
状
況
、
さ
ら
に
意
識
の
実
態
な

ど
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
回
収
率
は
、
事
業
所

側
が
六
八
・
七
％
、
従
業
員
側
は
六
一
・
一

％
だ
っ
た
。 

   

九
割
の
事
業
所
が
意
思
疎
通
「
重
要
」 

 

調
査
で
は
ま
ず
、
従
業
員
と
の
意
思
疎
通

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）の
重
要
度
を
事
業

所
側
に
聞
い
た
。
そ
の
結
果
、「
重
要
」（
八

八
・
八
％
）、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」（
一

○
・
四
％
）、「
重
要
で
な
い
」（
○
・
九
％
）

と
な
り
、
九
割
弱
の
事
業
所
が
労
使
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
「
重
要
視
」
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
「
窓
口
」

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
代
表
と

経
営
や
生
産
事
項
に
関
し
て
話
し
合
う
「
労

使
協
議
機
関
」
を
導
入
す
る
事
業
所
は
三
七
・

三
％
。
「
仕
事
場
」
単
位
で
、
管
理
者
と
従

業
員
が
業
務
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
職
場
懇
談
会
」
は
四
九
・
八
％
。
賃

金
や
配
置
転
換
な
ど
従
業
員
の
「
ク
レ
ー
ム
」

を
受
け
付
け
る
「
苦
情
処
理
機
関
」
は
二
三
・

二
％
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
企
業
規
模
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
、
導
入
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

  

「
組
合
必
要
」パ
ー
ト
と
女
性
で 

　
低
い
支
持 

 
調
査
で
は
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
核
と
な
る
「
労
働
組
合
」
の
必
要
性
に

つ
い
て
従
業
員
に
尋
ね
た
。 

 

労
働
組
合
は
「
是
非
必
要
」
が
二
六
・
九

％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
」
が
三
六
・

一
％
と
な
り
、
六
割
を
こ
え
る
従
業
員
が
「
組

合
必
要
派
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
の
「
組
合
是
非

必
要
」
は
三
二
・
四
％
、
対
す
る
女
性
は
一

七
・
三
％
で
、
倍
近
く
の
開
き
が
で
た
。 
 

就
業
形
態
別
に
み
る
と
、
「
組
合
是
非
必

要
」
の
回
答
割
合
は
正
社
員（
二
八
・
四
％
）

と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者（
一
○
・
六
％
）の

間
で
、
三
倍
近
く
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
た
。

他
方
、
「
組
合
不
要
」
の
回
答
割
合
で
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者（
一
九
・
八
％
）は
、

一
般
労
働
者（
一
一
・
○
％
）の
ほ
ぼ
倍
に
の

ぼ
っ
た
。 

  

　
「
職
場
の
人
間
関
係
」
を
重
視 

 

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
重
要
と
考

え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
サ
イ

ド
は
、
「
職
場
の
人
間
関
係
」（
六
六
・
四
％
）

が
最
も
多
く
、
「
日
常
業
務
改
善
」（
六
三
・

一
％
）、「
作
業
環
境
改
善
」（
五
○
・
四
％
）

が
続
い
た
。 

 

対
す
る
従
業
員
側
で
は
、
「
職
場
の
人
間

関
係
」（
六
○
・
五
％
）、「
労
働
条
件
」（
五
○
・

九
％
）、「
日
常
業
務
改
善
」（
四
一
・
○
％
）

と
な
り
、
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
「
労
働

条
件
」
に
つ
い
て
事
業
者
と
「
意
思
疎
通
」

（
話
し
合
い
）
を
進
め
た
い
労
働
者
が
多
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

  

「
良
好
度
」は
労
使
で
ギ
ャ
ッ
プ 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
ん
で

い
る
か
ど
う
か
の
「
評
価
」
に
つ
い
て
は
、

労
使
双
方
で
認
識
に
隔
た
り
が
あ
っ
た
。 

 

事
業
所
側
は
、
労
使
の
意
思
疎
通
が
「
良

好
」
が
六
一
・
六
％
、
「
悪
い
」
が
六
・
七

％
で
、
「
良
好
度
」（「
良
好
」―「
悪
い
」）

は
五
四
・
九
％
と
な
っ
た
。
他
方
、
従
業
員

側
は
、
「
良
好
」（
四
四
・
○
％
）、「
悪
い
」

（
一
五
・
九
％
）
で
、
「
良
好
度
」
は
事
業

所
側
の
約
半
分
と
な
る
二
八
・
一
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
事
業
所
側
は
、
従
業
員
と
の
意
思

疎
通
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
一

方
、
従
業
員
側
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
と
み

て
い
る
よ
う
だ
。 

 

ま
た
、
労
使
が
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
す
る
た
め
今
後
、
最
も
重
視
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
側
は
、
「
職
場
懇

談
会
」（
五
七
・
二
％
）、「
自
己
申
告
制
度
」

（
三
七
・
八
％
）
と
す
る
一
方
、
従
業
員
側

は
、
「
従
業
員
意
識
調
査
」（
四
三
・
三
％
）、

「
職
場
懇
談
会
」（
三
六
・
六
％
）
を
上
位
に

あ
げ
る（
図
参
照
）。 

 

事
業
所
側
は
、
「
職
場
」
単
位
で
話
し
合

う
「
職
場
懇
談
会
」
に
重
き
を
置
く
半
面
、

従
業
員
側
は
仕
事
や
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
の

「
胸
の
内
」
を
打
ち
明
け
る
「
従
業
員
意
識

調
査
」
を
足
が
か
り
に
、
意
思
疎
通
を
は
か

ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。 

（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 
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労
働
側
は
月
例
賃
金
の
改
善
要
求
を
盛
り
込
む
方
向
に
 

〇
六
春
闘
 T

O
P
I

C
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来
春
闘
で
は
、
ベ
ア
も
含
め
て
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
に
と
ど
ま
ら
な
い
要
求
が
で
き
な
い

か
―
―
。
連
合
、
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ

Ｃ
）
で
は
、
来
春
闘
に
向
け
た
取
り
組
み
の

基
本
ス
タ
ン
ス
を
ほ
ぼ
ま
と
め
る
段
階
に
あ

る
が
、
今
年
は
例
年
に
比
べ
て
賃
上
げ
要
求

に
前
向
き
な
発
言
が
目
立
っ
て
い
る
。
マ
ク

ロ
経
済
が
好
転
し
、
企
業
業
績
も
回
復
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
連
合
で
は
月
例
賃
金
に
こ

だ
わ
っ
て
賃
金
改
善
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
考
え
だ
。
春
闘
の
牽
引
役
で
あ
る
金
属
労

協
も
、
来
春
闘
は
複
数
年
協
定
の
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー
労
組
が
賃
金
交
渉
す
る
年
に
当
た
る
だ

け
に
、
加
盟
五
産
別
が
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
具
体
的
な
賃
上
げ
要
求

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
急
い
で
い
る
。 

　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
× 

　
連
合
傘
下
の
労
組
で
は
大
手
を
中
心
に
過

去
四
年
間
、
ほ
ぼ
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
」
の

み
の
取
り
組
み
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
大
手

で
は
企
業
業
績
の
落
ち
込
み
、
リ
ス
ト
ラ
に

よ
る
事
業
構
造
改
革
や
、
経
営
側
の
賃
上
げ

に
よ
る
国
際
競
争
力
低
下
へ
の
懸
念
が
交
渉

の
足
か
せ
に
な
っ
て
き
た
。
一
方
、
中
小
で

は
雇
用
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
の
経

営
悪
化
や
受
注
単
価
の
切
り
下
げ
な
ど
に
よ

っ
て
、
賃
上
げ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
の
組

合
も
多
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
連
合
や
金
属
労
協
な
ど
で
の
こ

れ
ま
で
の
内
部
論
議
を
聞
く
と
、
〇
五
春
闘

ま
で
と
は
明
ら
か
に
違
っ
た
流
れ
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
一
つ
は

マ
ク
ロ
経
済
の
好
転
だ
。
長
く
経
済
を
苦
し

め
た
デ
フ
レ
も
「
二
〇
〇
六
年
度
中
に
は
解

消
す
る
」（
井
上
隆
一
郎
・
三
菱
総
合
研
究
所

政
策
・
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
見
通
し
。

ま
た
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
も
史
上
最
高
益
を
更
新
す
る
な
ど
、

企
業
業
績
も
順
調
に
改
善
し
つ
つ
あ
る
。 

 
一
一
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
た
連
合
の
二
〇

〇
六
春
季
生
活
闘
争
中
央
討
論
集
会
で
、
高

木
剛
会
長
は
「
来
年
（
の
春
闘
で
）
は
賃
金

カ
ー
ブ
維
持
に
プ
ラ
ス
し
て
、
何
ら
か
の
形

で
真
水
の
賃
金
増
額
を
要
求
す
る
交
渉
を
し

な
い
と
い
け
な
い
」
と
強
調
。
「
月
例
賃
金

重
視
の
観
点
に
再
度
、
目
を
向
け
て
、
会
社

に
真
水
を
飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
と
訴
え
よ
う
」

と
構
成
組
織
に
呼
び
か
け
た
。
連
合
は
一
一

月
三
〇
日
に
開
催
す
る
中
央
委
員
会
で
〇
六

春
季
生
活
闘
争
の
闘
争
方
針
を
決
定
す
る
。

原
案
と
な
る
「
基
本
構
想
」
で
は
、
月
例
賃

金
を
重
視
し
た
「
賃
金
改
善
」
の
取
り
組
み

強
化
に
よ
っ
て
労
働
組
合
の
社
会
的
な
責
任

を
果
た
す
と
し
、
「
月
例
賃
金
の
改
善
を
最

優
先
」
す
る
と
明
記
し
た
。
た
だ
、
「
ベ
ア
」

と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
。
連
合
は
中

小
・
地
場
企
業
の
労
働
者
や
未
組
織
労
働
者

の
賃
金
格
差
の
是
正
に
今
回
も
積
極
的
に
取

り
組
む
方
針
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

賃
上
げ
で
初
め
て
共
闘
態
勢
を
構
築
す
る
の

が
一
つ
の
目
玉
と
な
る
。 

 

こ
う
し
た
連
合
の
検
討
方
向
を
う
け
、
金

属
労
協
で
も
、
例
年
以
上
に
前
向
き
な
賃
上

げ
要
求
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
様
子
だ
。
金

属
労
協
は
一
一
月
九
、
一
〇
の
両
日
、
二
〇

〇
六
年
闘
争
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
加
盟

産
別
が
現
時
点
で
の
取
り
組
み
ス
タ
ン
ス
を

意
見
交
換
し
た
。
冒
頭
に
あ
い
さ
つ
し
た
加

藤
裕
治
議
長
（
自
動
車
総
連
会
長
）
は
「
各

産
別
が
具
体
的
な
賃
金
改
善
を
行
う
方
向
で

議
論
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
現
時
点
で
の

検
討
状
況
を
報
告
。
金
属
労
協
と
し
て
の
正

式
な
春
闘
方
針
を
確
認
す
る
一
二
月
一
日
の

協
議
委
員
会
で
は
「
後
ろ
を
向
い
て
い
る
人

（
産
別
）
が
い
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け

な
い
。
（
来
春
闘
の
交
渉
で
は
）
相
乗
効
果

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
、

加
盟
す
る
五
産
別
す
べ
て
が
賃
金
カ
ー
ブ
維

持
分
を
超
え
る
何
ら
か
の
賃
金
改
善
を
要
求

す
る
方
針
を
組
み
立
て
る
よ
う
求
め
た
。
た

だ
、
ベ
ア
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
の

は
連
合
と
同
様
だ
。 

 
来
春
闘
は
、
二
年
サ
イ
ク
ル
で
交
渉
を
行

っ
て
い
る
基
幹
労
連
鉄
鋼
部
門
の
協
約
改
定

交
渉
の
年
に
当
た
る
。
し
か
も
、
各
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
は
業
績
好
調
で
、
一
一
月
九
日
ま
で

に
出
揃
っ
た
二
〇
〇
五
年
九
月
中
間
決
算
で

は
大
手
五
社
そ
ろ
っ
て
連
結
経
常
利
益
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

長
く
不
調
に
あ
え
い
で
い
た
電
機
メ
ー
カ
ー

も
、
売
上
は
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
前
の
二
〇
〇

〇
年
水
準
ま
で
回
復
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
中
で
、
自
動
車
総
連
の
近
藤
治
郎
事
務
局

次
長
は
、
メ
ー
カ
ー
（
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
な

ど
）
の
好
調
さ
が
部
品
メ
ー
カ
ー
に
波
及
し

て
き
た
と
報
告
。
人
手
不
足
や
非
正
規
社
員

の
増
加
の
中
、
現
場
は
原
価
低
減
の
努
力
を

続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
メ
ー
カ
ー
組
合

を
含
め
て
、
賃
金
改
善
で
き
る
（
取
り
組
み

の
）
構
造
に
で
き
な
い
か
、
単
組
、
労
連
で

議
論
中
だ
」
と
語
っ
た
。
基
幹
労
連
の
高
藤

義
弘
中
央
執
行
委
員
は
、
今
年
の
定
期
大
会

で
確
認
し
た
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
組
合
員
の

賃
金
水
準
を
製
造
業
平
均
ま
で
回
復
さ
せ
る

と
い
う
方
針
の
実
現
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
し
た
い
と
述
べ
た
。 

 

電
機
連
合
の
成
瀬
豊
書
記
次
長
は
、
賃
上

げ
要
求
の
根
拠
と
し
て
い
る
四
要
素
（
物
価
、

経
済
成
長
率
、
現
行
賃
金
水
準
や
企
業
業
績

な
ど
）
か
ら
判
断
す
る
と
「
（
改
善
を
要
求

で
き
る
か
は
）
微
妙
だ
」
と
し
な
が
ら
も
、

組
合
員
の
労
働
の
質
が
高
度
化
し
、
今
後
も

職
業
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
「
賃
金
は
上
げ
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。
中
小
を

多
く
抱
え
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
増
収
増
益
企
業
も

増
え
て
お
り
「
賃
金
構
造
維
持
分
に
産
別
全

体
で
プ
ラ
ス
し
て
い
く
方
向
を
め
ざ
さ
な
い

と
い
け
な
い
」
（
木
住
野
徹
・
労
働
政
策
局

長
）
と
発
言
。
全
電
線
も
、
業
況
は
ま
だ
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
「
世
間
並
み
の

取
り
組
み
は
守
っ
て
い
き
た
い
」
（
矢
吹
智

将
・
副
書
記
長
）
と
意
気
込
み
を
述
べ
た
。 

（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 
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改
正
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
四
法
案
が
一
括
成
立
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

法
律
改
正
 

　
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
の
改
正
案
が
一
○

月
二
六
日
、
参
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し

た
。 

 

成
立
し
た
の
は
、
①
労
働
安
全
衛
生
法
②

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
③
労
働
保
険
徴
収

法
④
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
―
―
の
四
法

案
（
図
参
照
）
。
い
ず
れ
も
、
先
の
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
解
散
に
伴
い

廃
案
と
な
っ
た
も
の
。
四
つ
の
法
案
は
、
九

月
二
一
日
に
開
会
し
た
特
別
国
会
に
改
め
て

一
括
提
出
さ
れ
、
成
立
し
た
。 

   

①
労
働
安
全
衛
生
法

の一
部
改
正 

 

〜
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
強
化
〜 

 

う
つ
病
な
ど
精
神
障
害
に
よ
る
労
災
認
定

数
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
厚
労

省
が
今
年
六
月
に
発
表
し
た
「
脳
・
心
臓
疾

患
及
び
精
神
障
害
等
に
係
る
労
災
補
償
状
況

（
二
○
○
四
年
度
）
」
に
よ
る
と
、
○
四
年

度
の
う
つ
病
な
ど
の
精
神
障
害
の
労
災
請
求

件
数
（
五
二
四
件
）
と
、
認
定
件
数
（
一
三

○
件
）
は
と
も
に
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

労
働
者
の
「
心
の
健
康
」
を
取
り
巻
く
状
況

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
衛

法
の
一
部
を
改
正
し
、
厚
労
省
は
過
重
労
働
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
強
化
す
る
。 

 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
月
一
○
○
時
間
を

超
え
る
残
業
が
あ
っ
た
社
員
か
ら
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
、
医
師
に
よ
る
「
面
接
指
導
」

を
義
務
づ
け
る
こ
と
だ
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
「
事
業
所
に

お
け
る
労
働
者
の
心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
指
針
」
（
○
○
年
八
月
）
を
軸
に
、
産
業

医
に
よ
る
「
心
の
ケ
ア
」
な
ど
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ス
ル
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
き
た
。
し

か
し
「
強
制
力
」
が
な
い
た
め
、
実
効
性
が

い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
厚
労
省
は
、

長
時
間
労
働
が
、
脳
・
心
臓
疾
患
や
精
神
障

害
発
症
と
関
連
性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

法
律
で
長
時
間
労
働
者
に
対
す
る
医
師
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
「
義
務
化
」
し
た
。

施
行
は
来
年
四
月
か
ら
（
従
業
員
五
○
人
以

下
は
○
八
年
四
月
か
ら
）
。 

 

ま
た
、
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
以
外
で
は

、

重
大
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
事
業
主
の
措

置
の
拡
充
を
は
か
っ
た
。
建
築
業
務
に
伴
う

危
険
・
有
害
性
を
事
前
に
調
査
し
、
対
策
を

講
じ
た
事
業
主
に
は
、
「
足
場
」
な
ど
の
建

設
に
か
か
る
機
械
類
の
「
事
前
届
出
義
務
」

を
免
除
す
る
。
自
主
的
な
安
全
対
策
の
取
り

組
み
を
進
め
る
事
業
主
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
、
年
間
約
五
三
万
人
に
も
及
ぶ
労
災

死
傷
者
数
の
減
少
に
つ
な
げ
る
方
針
だ
。 

   

②
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

の
改
正 

 

〜
赴
任
先
住
居
か
ら
自
宅
へ
も
対
象
〜 

 

通
勤
災
害
は
、
「
自
宅
」
と
「
職
場
」
の

間
の
「
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
」
（
労

災
保
険
法
第
七
条
）
を
補
償
す
る
も
の
。
そ
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の
た
め
、
家
族
と
離
れ
ば
な
れ
の
「
単
身
赴

任
者
」
の
場
合
、
「
赴
任
先
住
居
―
職
場
」

と
、
「
自
宅
―
職
場
」
は
「
通
勤
災
害
」
の

対
象
と
な
る
も
の
の
、
週
末
に
赴
任
先
住
居

か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
に
戻
る
「
赴
任
先
の
居
所

―
帰
省
先
の
自
宅
」
は
「
通
勤
災
害
」
に
あ

た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
改
正
法
で
は
、

単
身
赴
任
者
の
移
動
に
際
し
て
の
保
護
を
拡

充
す
る
観
点
か
ら
、
「
赴
任
先
住
居
―
自
宅
」

間
を
通
勤
災
害
の
対
象
に
含
め
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
単
身
赴
任
者
は
、
赴
任
先
の
「
仮
の

宿
」
か
ら
、
家
族
が
待
つ
「
我
が
家
」
に
安

心
し
て
帰
れ
る
こ
と
に
な
る
。
施
行
は
来
年

四
月
か
ら
。 

  

③
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法 

 

〜
時
限
立
法
だ
っ
た 

　
　
　
「
時
短
促
進
法
」
を
恒
久
化
〜 

 

今
回
の
法
改
正
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
時
短

推
進
政
策
の
流
れ
を
か
え
る
「
労
働
時
間
等

設
定
改
善
法
」
が
成
立
し
た
。 

 

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
時
限
立
法
の
現

行
「
時
短
促
進
法
」
を
、
「
労
働
時
間
等
設

定
改
善
法
」
に
衣
替
え
し
た
う
え
で
、
法
律

を
「
恒
久
化
」
す
る
②
年
間
総
実
労
働
時
間

一
八
○
○
時
間
の
「
数
値
目
標
」
を
撤
廃
し
、

新
た
な
時
短
の
目
安
と
な
る
「
指
針
」
を
策

定
す
る
③
「
労
働
時
間
短
縮
推
進
委
員
会
」

を
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
」
に
改

称
す
る
④
公
益
法
人
改
革
の
観
点
か
ら
「
労

働
時
間
短
縮
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
廃
止
す
る

―
―
の
四
点
だ
。 

 

①
は
、
現
行
の
「
時
短
促
進
法
」
（
一
九

九
二
年
成
立
）
が
来
年
三
月
末
ま
で
の
「
時

限
立
法
」
で
、
期
限
切
れ
が
迫
っ
て
い
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

時
短
に
向
け
た
労
使
の
取
り
組
み
を
維
持
・

永
続
化
さ
せ
る
た
め
、
現
行
の
「
時
短
促
進

法
」
（
「
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
」
）
を
、
「
労
働
時
間
等
設

定
改
善
法
」
（
「
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改

善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
）
に
改
め
、
時

限
立
法
を
「
恒
久
化
」
し
た
。 

 

②
に
つ
い
て
は
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
労

働
時
間
短
縮
推
進
計
画
」
を
廃
止
し
、
新
た

に
時
短
の
取
り
組
み
の
参
考
と
す
る
「
指
針
」

を
定
め
る
も
の
。
改
正
法
で
「
年
間
一
八
○

○
時
間
」
の
看
板
を
降
ろ
す
の
は
、
裁
量
労

働
制
な
ど
「
多
様
な
働
き
方
」
が
増
え
、
こ

れ
ま
で
の
「
全
労
働
者
一
律
型
」
の
時
間
管

理
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。
「
一
八
○
○
時
間
」
に
代
わ
っ
て
、
新

た
に
策
定
さ
れ
る
の
が
、
労
働
者
の
健
康
と

生
活
に
配
慮
し
た
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善

指
針
」
だ
。
同
「
指
針
」
に
は
、
①
育
児
・

介
護
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
の
柔
軟
な
勤

務
態
勢
の
整
備
②
大
学
（
院
）
に
通
う
社
会

人
に
「
短
時
間
勤
務
制
」
の
導
入
③
単
身
赴

任
者
が
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
確
保
す
る
た

め
休
み
明
け
の
始
業
時
間
繰
り
下
げ
―
―
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
見
込
み
。
時
短
に
向
け

た
労
使
の
取
り
組
み
の
「
羅
針
盤
」
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 
 

③
の
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
」

は
、
現
行
の
「
時
短
推
進
委
員
会
」
を
発
展

的
に
解
消
し
た
も
の
。
事
業
所
の
労
使
は
こ

こ
で
、
先
の
「
指
針
」
を
も
と
に
、
職
場
の

実
態
を
踏
ま
え
た
時
短
の
取
り
組
み
を
展
開

す
る
。
話
し
合
い
の
う
え
、
合
意
し
た
取
り

決
め
は
「
労
使
協
定
」
と
な
る
。
今
後
は
、

こ
の
「
労
働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
」
が

時
短
に
向
け
た
労
使
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
と
な

る
模
様
だ
。 

（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 


